
アートは地域に何ができるか

〒520-0806  大津市打出浜15-1　公益財団法人びわ湖芸術文化財団　法人本部地域創造部内
【FAX】 077-523-7147　【e-mail】 bunka-keizai@biwako-arts.or.jp
【TEL】 077-523-7146　【 U R L 】 https：//www.biwako-arts.or.jp/rd/bunkakeizai

文化・経済フォーラム滋賀 ※9：00～17：00／火曜を除く
申込先

問合せ先

主催／文化・経済フォーラム滋賀、公益財団法人びわ湖芸術文化財団

お申込み方法 ①氏名（ふりがな）　②電話番号　③メールアドレス　④職業（所属）　⑤交流会参加の有無をFAX
またはメールで7月10日（水）までにお申し込みください。webのフォームからも申し込みできます。

文化・経済フォーラム滋賀とは
文化活動を経済や市民が支えて活発にすることで、地域を元
気づけ、うるおいのあるまちにしようと2011年に発足しまし
た。事務局はびわ湖ホール内、会員は文化、経済、行政、メディ
アなどの約190（個人・団体・法人）。

第12回文化ビジネス塾　参加申込書

その他
びわ湖芸術文化茶論　第2回～第4回のご案内をお送りしてよいですか。

参加者の情報・意見交換の場として開催します。（会費：1,500円）　　□ 参加します　　　　□ 参加しません交流会

メールアドレス

氏　名
ふりがな

職　業
（所属）

電話番号

椿  昇氏
つばき のぼる

アドバイザー
（現代美術家、京都造形芸術大学教授）

2019年7月15日（月・祝） 14：00～17：00日 時

入場料 無料 定 員 20名

内 容 レクチャー 「アートを産業にする」
●参加者全員でディスカッション

講師  椿  昇氏

場 所 滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール研修室
（大津市打出浜15－1）

第10回文化ビジネス塾（VOID A PARTにて）

滋賀編

アートを産業にする̶
産業とは、人々が生活する上で必要とされるものを生み出したり、提供したりする経済活動。古来から民衆
の手による豊かな文化が育まれ、その景観を現在に伝えてきた滋賀。このアイデンティティをさらに磨き、滋
賀ならではの暮らしをデザインするアートと経済の連携による創造活動の持続可能モデルを議論します。

瀬戸内国際芸術祭で2016年「小豆島未来プロジェクト」
のディレクターを務めるなど、アート・地域・経済をめぐり
問題提起の発言を続けている。1989年全米巡回展、93
年ベネチア・ビエンナーレ出品のほか、2003年横浜トリ
エンナーレなどで活躍。観客とアーティストが交流する全
く新しいスタイル のアートフェア「ARTISTS’ FAIR 
KYOTO」ディレクター。

第12回文化ビジネス塾／びわ湖芸術文化茶論（第１回）

□ 送付を希望しません
□ 送付を希望します→　□ メール　  □ 郵送　（住所：〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


